
４５

５０

５５

６０
億円

５５．４

村債

５３．２
５２．６

５３．１

５１．４

５２．７ ５３．０

５１．２

５２．５

５１．７

元年度２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

基金

村税
４億２,９２４万円
１０.９％

歳出
35.7億円

歳入
39.4億円

総務費
８億１,９８４万円
２３.０％

教育費
６億４,３９３万円
１８.０％

民生費
４億６,２３７万円
１３.０％

農林商工費
３億３,０５９万円
９.３％

土木費
２億１,７５３万円
６.１％

公債費
２億５,１１２万円
７.０％

衛生費
２億３,６２８万円
６.６％

消防費
１億３,５４６万円
３.８％

その他
６,１３１万円
１.７％

地方交付税
１７億５７万円
４３.２％

国県支出金
７億６,０３１万円
１９.２％

繰越金
４億３,２６１万円
１１.０％

譲与税交付金
１億３,４９９万円
３.５％

その他
１億９,３９３万円
４.９％

諸支出金
４億９２９万円
１１.５％

歳出
35.7億円

歳入
39.4億円

総務費
８億１,９８４万円
２３.０％

教育費
６億４,３９３万円
１８.０％

民生費
４億６,２３７万円
１３.０％

農林商工費
３億３,０５９万円
９.３％

土木費
２億１,７５３万円
６.１％

公債費
２億５,１１２万円
７.０％

衛生費
２億３,６２８万円
６.６％

消防費
１億３,５４６万円
３.８％

その他
６,１３１万円
１.７％

地方交付税
１７億５７万円
４３.２％

国県支出金
７億６,０３１万円
１９.２％

繰越金
４億３,２６１万円
１１.０％

村税
４億２,９２４万円
１０.９％

譲与税交付金
１億３,４９９万円
３.５％

その他
１億９,３９３万円
４.９％

諸支出金
４億９２９万円
１１.５％

　

決
算
は
、
村
が
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行

い
、
ど
の
よ
う
な
お
金
が
入
っ
て
き
た
か

な
ど
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
令
和

元
年
度
の
決
算
や
財
政
指
標
か
ら
、
本
村

の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳

入
３
９
億
４
，
０
３
０
万
円
、
歳
出

３
５
億
６
，
７
７
２
万
円
で
、
前
年
度
と

比
べ
る
と
歳
入
で
１
億
７
，
４
３
４
万
円
、

歳
出
で
１
億
１
，
４
３
０
万
円
減
少
し
た

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
と
７
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
並
び
に
下
水
道
事
業
会

計
の
合
計
10
会
計
を
合
算
す
る
と
、
歳

入
６
１
億
４
，
９
９
７
万
円
、
歳
出

５
９
億
４
，
７
２
６
万
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
べ
る
と
歳
入
で
６
８
８
万
円
、
歳

出
で
２
億
４
０
２
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
判
断
比
率
は
、

国
の
定
め
る
基
準
を
下
回
り
、
財
政
状
況

は
健
全
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
健
全
な
財
政
運
営
の

取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

会計名 歳　　入 歳　　出
整備基金 ３，９０１万円 ３，７３３万円

高松塚壁画館受託事業 １，３５４万円 １，３５４万円

国民健康保険（事業勘定） ７億８，５２７万円 ８億５９７万円

　　〃　　（診療施設勘定） １，９３１万円 １，９３１万円

後期高齢者医療 ９，８２８万円 ９，８２７万円

介護保険（事業勘定） ６億２，０７４万円 ６億３１万円

　　〃　　（サービス事業勘定） ５０２万円 ５０２万円

飲料水供給施設事業 ２，０８５万円 ２，０８５万円

公有地等住宅開発事業 ９１万円 ９１万円

水道事業会計 ２億１，９８１万円 ３億５６２万円

下水道事業会計 ３億８，６９４万円 ４億７，２４０万円

令和元年度

決算
報告

村債（借金）と基金（貯金）の推移

一般会計決算内訳

特 別 会 計 決 算 額

歳出 歳入
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▲防犯灯（LED 化）

令和元年度に実施した主な事業
第４次整備計画事業の推進
◆生活環境及び産業基盤の整備

整備計画等推進事業
１７６万円 県や関係各省庁と協議を行い「明日香村特別措置法」に基づく第５次明日香村

整備計画策定及び歴史的風土創造的活用事業交付金の増額を獲得。（議連及び
ＰＴ合同総会）（明日香村小委員会）（歴史的風土部会）（関係機関連絡会議）

総合計画策定事業
５６２万円 令和２年度から１０年間の第５次明日香村総合計画を策定。（策定審議会開催）

【Ｈ３０～】

道路整備事業
８，３５６万円 道路改良工事（村道地ノ窪線等）を継続して実施。【Ｈ１７～Ｒ２】    

As 舗装　A ＝２，７５０㎡、防護柵 L=３６８ｍ等
用地買収　A=１６１．１７㎡

水道施設整備事業
８，３５９万円 老朽管更新工事（御園・橘・上居、L=６６６．９ｍ）及び受水地点増設整備工事（真

弓）等を実施。 

１，６５０万円 飲料水供給施設（尾曽）のろ過機能の改善のための更新工事を実施。

下水道施設整備事業
５，４４８万円 生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、下水道施設整備工事（真

弓）を実施。マンホールポンプ施設　１機場、As 舗装 A=５，０７４㎡

安全で住みたくなる村づくりの推進
◆防災、医療・福祉・子育て、教育の充実

公共交通運行事業
３，８２０万円 村民の交通手段を確保するため、赤かめ周遊バスや金かめ乗合交通、コミュニ

ティータクシーの運行を実施するとともに、八木下市線、桜井飛鳥線の路線バ
ス維持の負担を実施。高齢者等の外出支援を行うため、福祉運賃を設定。公共
交通網を確立するため、主に赤かめ周遊バスには観光来訪者の利用促進を実施。

【Ｈ１５～】

地域防犯推進事業
５１６万円 地域の防犯力の向上を図るため、防犯カメラ及

び防犯灯 LED 化に対する補助並びに防犯灯の修
繕を実施。

（防犯灯 LED 化補助２１大字１９７基、防犯カ
メラ補助３大字、防犯灯修繕９基）【Ｈ３０～】

今月の特集
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▲備蓄品

▲オレンジカフェ・和

災害対策事業
３２４万円 地震や局地的豪雨などの自然災害に備えて、備

蓄品等の充実を図った。【Ｈ２１～】

防災・安全社会資本整備交付金事業
１，１１３万円 円滑な走行環境と安心安全な通行の確保を図る

ため、幹線道路等の舗装修繕、減速線及び電光
表示板の設置等。As 舗装（村道御園・真弓１号線）
A=６３９㎡、減速線及び電光表示板設置（村道
飛鳥２９号線他）

３５９万円 事後的な修繕及び架替えから、予防・計画的なものへの転換により、橋梁の長
寿命化及び修繕費用の縮減を図るため、長寿命化修繕計画を策定。

医療費助成事業
２，７７９万円 必要とする医療を容易に受けられるように、心身障害者医療費、子ども医療費

及びひとり親等医療費等の自己負担分の一部を助成。

クリーンセンター管理運営事業
６，６３７万円 飛鳥地方における広域行政の連携を図り、可燃ごみの焼却処理を橿原市に委託

し、生活環境の保全と安定したごみ処理を実施。
　�
２，８３１万円 焼却業務の移行に伴う施設再整備、備品購入及び跡地利用のための基本設計を

策定。
　�
健康づくり事業
１，９４５万円 特定健診に特化したあすか健康プロジェクト事業【Ｈ２４～】や健康ステーショ

ン事業【Ｈ２９～】、糖尿病等治療勧奨事業【Ｈ３０～】等を継続実施し、疾病
の予防、重症化の強化を図る。また、職域連携により、相互に健診受診者を募
るとともに健康事業の参加者に健康ポイントを付与し多世代にわたる健康意識
の向上を図った。健康応援団会員数８９１名

地域包括ケア体制構築事業
５，７４６万円 地域包括支援センターを拠点とし、社会福祉協

議会等と連携し、地域サロンの活動【Ｈ２７～】
やあすか長活き体操【Ｈ３０～】を継続し、身近
な場所で定期的に集いながら見守りや安否の活
動を図った。また、認知症についての理解を深
めるため、地域の人や専門家と相互に情報を共
有する交流の場（オレンジカフェ・和）の開設【Ｒ
１～】や地域ケア会議を開催し、地域で支え合う
環境の整備を図った。サロン活動箇所数２１箇
所

子ども子育て支援事業の推進
２，０７３万円 子育て世代包括支援センターでは、総合相談窓口での母子の健康管理、虐待防

止、また、子育て交流や教室の実施、アプリによる情報の配信等、子育て世代
の包括的な支援の運用を実施。【Ｈ２８～】アプリ会員数１９２名
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▲通学路防犯灯（LED）設置

９８３万円 風疹抗体検査【Ｒ１～】・不妊治療費助成【Ｈ２８～】・妊産婦健診助成【Ｈ
１８～】・給食費負担軽減【Ｈ２８～】・幼稚園保育料等軽減事業【Ｈ２８～】
や出産お祝金、小・中学校への新入学児童・生徒へお祝金の支給【Ｈ２９～】
を継続し、子育て世代の経済的な負担の軽減を図った。また、幼児教育、保育、
一時預かり、ファミサポ、障害児通園施設等の利用者負担の無償化を実施。

１，００９万円 引き続き放課後児童健全育成事業を空き教室を利用して実施し、保護者が就労
等で昼間家庭にいない小学生に対し適切な生活や遊びの場の提供。　【Ｈ２５
～】利用児童数５４名（通年４８名　夏休みのみ６名）

幼小中学校経営事業
４，７５８万円 小規模校のメリットを活かし、明日香の特色ある教育として、幼小中一貫教育、

英語教育や郷土学習の充実を図った。併せて、郷土学習の副読本（後期）の改
訂も行った。いじめ、不登校、特別な支援を要する子どもたちへの教育相談員

（臨床心理士）や特別支援員も配置し、少人数学級編成による一人ひとりへの
きめ細やかな指導により、学力の向上と自立した感性豊かな子どもたちの育成
を図った。

学校施設環境整備事業
８，２１４万円 子どもたちが安心・安全に学習できる環境整備

と老朽化した給食センターの設備更新を行った。
幼稚園・中学校空調機器等設置工事（繰越明許
分）、給食センター設備改修工事、通学路防犯灯

（ＬＥＤ）設置工事

新しい流れを興し、働く場の創出
◆住まい、働く場所、新規就農の充実

定住促進事業
１，０４３万円 空き家を有効活用し定住促進を図るため、空き家バンク制度に基づく支援を実

施。【Ｈ２１～】（登録奨励金５件、仲介補助金１０件、動産整理費用補助金３
件、リフォーム工事補助金５件、不動産流動化対策補助金3件）

１，８００万円 子育て世帯の定住促進を図り、世代間のバランスがとれた人口構成の実現と活
気ある村づくりを目指すため、住宅を新築された方に対し、助成を実施。
１８件【Ｈ２８～】

９１万円 阪合地区の住宅開発事業地「檜前いおり野」において、子育て世代をターゲッ
トとした入居の促進と住宅建設の際の景観誘導を実施。　入居件数２１件【Ｈ
２８～】

空き家等の対策及び活用事業
４００万円 既存建物を改修し商業施設として活用する際のリフォームに対し一部助成を実

施。（２件）
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担い手育成支援事業
３６８万円 農業従事者の高齢化や担い手不足が進展するなか、持続的な営農活動が行え

るよう、新規就農者や認定農業者等が行う生産活動の支援を実施。　（農業次
世代人材投資事業（新規就農者支援）３名、農業後継者支援事業　２名）　【Ｈ
２２～】

有害獣対策事業
１，３９３万円 有害鳥獣による農作物の被害を抑えるため、猟友会及び捕獲専門員と連携し、

個体数の減少に継続的に取組むとともに、新たに大字への忌避剤配布や効率的
対策に向けた野生獣行動調査、林縁部緩衝地帯として広葉樹植栽を実施。【Ｈ
２３～】　　
捕獲数１３８頭（イノシシ６２頭、シカ６８頭、アライグマ８頭）

飛鳥の魅力を磨き、来訪者増加の推進
◆文化財、情報発信、来訪者への案内機能の向上

世界遺産登録推進事業
２８６万円 世界遺産登録推進協議会を中心として、専門家のアドバイスを受けながら推薦

書素案を作成し、文化庁へ提出。併せて、周知・啓発活動として講演会を実施。
【Ｈ１８～】

　�
観光活性化事業
２３４万円 明日香村の歴史・文化・自然などの地域資源を広くＰＲするとともに、観光来

訪者の受入環境充実化を実施。観光事業者等の Wi-Fi 導入経費の支援（３施設）、
トイレの洋式化（３基・明日香の夢市）、観光プロモーション会等への参加。

観光交流活性化事業
８５８万円 明日香の価値（歴史・文化・自然等）を国内外に広く発信するため、また来訪

客増加と交流促進による地域活性化に向けて、光の回廊・古都飛鳥文化祭等の
観光イベントを開催。

旅行商品等造成事業
３５３万円 飛鳥観光協会と連携し、周遊促進と滞在時間の延長による観光消費の増加に向

けて、地域の観光資源を活かした着地型旅行商品の造成及び体験メニューの開
発を実施。（造成プログラム　９プログラム）

教育旅行推進事業
２００万円 地域の特性を活かした滞在型の体験交流プログラムとして、国内外から教育旅

行の誘致を促進し、地域の活性化及び地域経済の発展を図った。【Ｈ２３～】（受
入泊数　５，２０１泊）

情報発信基盤整備事業
７９１万円 明日香村の情報を分かりやすく効果的に発信できるガイドブックや SNS 等の

情報基盤整備を実施。( 総合パンフレット等作成、あすかナビの管理及び更新、
ポータルサイトのリニューアル、外国人向け情報サイトへの掲載 ) 

飛鳥宮跡保存活用事業
２８万円 �飛鳥宮跡の確実な保存と有効な活用に向け、県と連携して史跡の追加指定及び

公有化を促進し、飛鳥宮跡活用委員会を設置して、保存活用計画を策定中。【Ｈ
２５～】　史跡指定面積　３６，５３７．２８㎡
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牽牛子塚古墳等整備事業
１億１，０１７万円 牽牛子塚古墳と越塚御門古墳の保存・活用に向けて整備工事を実施。史跡地整

備（遺構保護施設工（越塚御門古墳復元）・補強盛土工等）【Ｈ２５～Ｒ３】

村民等との協働
◆地域住民、各種団体、企業、NPO、学校等との連携・協働

村民協働事業
３７万円 景観づくり協議会による景観形成活動に対する景観配慮意識向上への支援を実

施。【Ｈ２３～】

４，０７４万円 大字単位の景観、環境美化の維持・保全及び伝統行事の継承に対する支援を実
施。【Ｓ５５～】

５，３４３万円 住宅等の新増改築に伴う屋根、外壁及び石積みに対する支援を実施。【Ｓ５５～】

地域おこし協力隊事業
９６４万円 過疎地域に認定された本村において、地域外から定住し、活動を行う人材の積

極的な受入を実施。（農業分野１名、観光分野２名）【Ｈ２９～】

芸術文化事業
１，２４９万円 村内在住の芸術家や招待作家による芸術イベントの開催、各種公民館講座の開

催や公民館利用団体や子どもたちの日頃の練習成果を発表する場を設けるな
ど、村民と来訪者、世代を超えた交流や文化の継承を促した。

飛鳥ハーフマラソン事業
１，１６０万円 ２０２０東京五輪に向け、スポーツへの興味関心が高まる中、令和２年度での

第１回飛鳥ハーフマラソン大会開催を目指して準備を進めた。

新庁舎建設推進事業
４，９３２万円 新庁舎建設に係る基本設計の作成及び基本設計を基に、実施設計と施工を行う

事業者の選定作業を開始。用地取得に向けた収容用法に基づく事業認定を取得
し、用地交渉を実施。

健 全 化
判断比率

実質赤字比率 赤字なし 前年度
なし 15% 20%

実質公債費比率 6.0% 前年度
6.2% 25% 35%

将来負担比率 29.6% 前年度
41.1% 350%

資金不足比率 資金不足なし 前年度
なし 20%

連結実質赤字比率 赤字なし 前年度
なし 20% 30%

財政健全� 財政悪化
明日香村の
指　標

早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

経営健全化基準（黄色信号）

※資金不足比率の対象は水道事業、下水道事業です。

財
政
悪
化

経
営
悪
化

▲

�実質赤字比率＝一般会計などの赤字
が経常的な収入（村税・地方交付税等）
に占める割合▲

�連結実質赤字比率＝すべての会計の
赤字が経常的な収入（村税・地方交
付税等）に占める割合▲

�実質公債費比率＝地方債（国や銀行
などからの借入金）の返済額が経常
的な収入（村税・地方交付税等）に占
める割合▲

�将来負担比率＝将来負担することに
なっている負債額が経常的な収入（村
税・地方交付税等）に占める割合▲

�資金不足比率＝各公営企業の資金不
足額が受託収益を除いた営業収益に
占める割合

健全化判断比率・資金不足比率
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